
様式2

都市再生整備計画　事後評価シート

黒須田川周辺地区

平成２３年３月

神奈川県横浜市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 998 ha

交付期間 40%

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値
あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし
ありなし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

1,100 百万円

黒須田川周辺地区

平成18年度～平成22年度 平成22年度事後評価実施時期

神奈川県 市町村名 横浜市

交付対象事業費 国費率

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

地区名

事業名
（道路）黒須田川河戸橋歩道整備事業
（公園）嶮山公園整備事業

（地域創造支援）大場第三雨水調整池環境整備事業

数　　値

平成18年度～平成22年度

－

フォローアップ
予定時期

効果発現要因
（総合所見）

川沿いのプロムナードの整備などにより、
水のネットワークの充実が図られた。

河川への関心が高まり、イベントへの参加
が増えた。

市民協働による計画策定により、環境保
全活動への参加意識が醸成され、参加者
が増加した。

平成23年4月

効果発現要因
（総合所見）

目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み

今後の対応方針等

ー

－－

今後の整備にあたっても事業説明会など住民の意見を聞く機会を設
け、合意形成をはかる

モニタリング なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

市民ワークショップ

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

（地域創造支援事業）黒須田川環境整備事業
（事業活用調査）水と緑のネットワーク検討調査、黒須田川生物相調査

新たに追加し
た事業

（公園）鶴見川流域・黒須田川地区公園整備事業
（河川）鶴見川圏域流域貯留浸透事業（総合流域防災事業）

（地域生活基盤施設）奈良川水辺広場整備事業、住吉の森緑地保全事業

なし

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

事業の見直しにより削除 影響なし

影響なし

「公園愛護会活動等への参加者数」の指標を追加

 ５）実施過程の評価

・黒須田川で行われるイベントは定着化しつつあり、参加者も増加してきている。また、イベント時には市民の方から行政に「きれいになって良かった」との声が届いている。

交付期間
の変更

－都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

なし

-

－ － － －

－

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

－ － － －

1,035

指標1

指　標

指標２

人／年

川掃除の参加者

指標４
公園愛護会活動等への参
加者数

指標３ H22

平成23年5月
公園整備による利用環境の向上や、新規
愛護会の結成などにより、参加者が増加
した。

平成23年4月○

○

○

平成23年4月

イベント参加者 人／年 45 H17 70 H22

H22

フォローアップ
予定時期

水と緑のネットワーク形成を推進するため事業を追加、また、地
区の治水安全度の向上を図るため事業を追加

－

目標
達成度

○

－

1年以内の
達成見込み

4.3

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

水のネットワーク整備量 km 3.7 H17

1,080 H22

4.3

実施内容
都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況

人／年 200 H17 220

H20

 １）事業の実施状況

事業の見直しにより削除

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

（河川）黒須田川改修事業（総合流域防災事業）

（高質空間形成施設）黒須田川プロムナード整備事業

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

－

－

150

357

1,261

数　　値

－



様式２－２　地区の概要

単位：　km 3.7 H17 4.3 H22 4.3 H22

単位：　人／年 45 H17 70 H22 150 H22

単位：　人／年 200 H17 220 H22 357 H22

単位：　人／年 1,035 H20 1,080 H22 1,261 H22

目標値 評価値

黒須田川周辺地区（神奈川県横浜市）　都市再生整備計画の成果概要

従前値

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・整備された公園・水辺などの良好な水・緑環境を維持するため、住民と行政とのパートナーシップを継続し、環境保全活動の継続と定着をはかる。
・黒須田川下流部においても、低水路やプロムナード、水辺拠点の整備をおこない、親しみやすい川を創出するとともに、黒須田川沿いの連続した歩行空間の確保による、水と緑のネットワーク拡充をすすめる。
・鶴見川流域水害対策計画に基づき、雨水貯留浸透施設の整備をおこない、さらなる治水安全度の向上を図る。

まちの課題の変化

・黒須田川沿いに河川管理用通路が整備され、黒須田川の上流部から中流部にかけて未整備区間が解消した。
・黒須田川の上流部から中流部にかけて、低水路の整備や河川管理用通路を利用したプロムナードの整備により、親しみやすい川・生物の生息に配慮した川づくりが実現した。
・既存緑地の保全・公園整備による「緑の核」の保全と、川沿いのプロムナードや水辺広場の整備による「水と緑の軸」により、水と緑のネットワークが拡充された。
・雨水貯留施設など、雨をゆっくり流す治水施設が整備され、治水安全度が向上した。

黒須田川を中心とした鶴見川など川沿いの川辺の散策路、公園、樹林地と一体となった水と緑のネットワークのを形成を図る。
　①黒須田川を中心とした鶴見川など川沿いに緑豊かな川辺の散策路を整備する。
　②黒須田川を中心とした鶴見川など川を親しみやすい川とするために魚道等の整備や親水拠点を整備し、生き物を復活させる。
　③これらの計画を市民との協働により実現させる。

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

イベント参加者

水のネットワーク整備量

川掃除の参加者

公園愛護会活動等への参加者数

□提案事業：事業活用調査
　水と緑のネットワーク検討調査

□提案事業：地域創造支援事業
　 黒須田川環境整備

■基幹事業：公園事業
　奈良町高圧線下公園

■基幹事業：公園事業
　楓公園
　新石川公園

■基幹事業：公園事業
　すみよし台第一公園
　すみよし台第二公園

鴨志田第六公園

■基幹事業：公園事業
　奈良三丁目都市緑地

■基幹事業：河川事業（鶴見川圏域
　　　　　　流域貯留浸透事業）
　すすき野公園雨水調整池
　大場池雨水調整池
　あざみ野西公園雨水調整池
　赤田２号雨水調整池

■基幹事業：地域生活基盤施設
　住吉の森緑地保全事業

■基幹事業：河川事業（鶴見川
            圏域流域貯留浸透事業）
　新池雨水調整池

■基幹事業：河川事業
　黒須田川改修事業
■基幹事業：高質空間形成施設
　黒須田川プロムナード

■基幹事業：公園事業
　市ヶ尾鶴蒔公園整備事業

□提案事業：事業活用調査
　 生物相調査

■基幹事業：地域生活基盤施設
　奈良川水辺広場

鶴 見 川

黒
須
田
川

奈
良
川

東急田園都市線

青葉台駅

市ケ尾駅

奈良三丁目都市緑地

生物相調査

水と緑のネットワーク検討調査

奈良川水辺広場

黒須田川環境整備、プロムナード 新石川公園



参考様式

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

黒須田川周辺地区

平成２４年３月

神奈川県横浜市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

事後評価

見込み・確定の別

70

220

1,080

指　標 従前値

人／年

イベント参加者 人／年

1年以内の
達成見込み

○

4.3

見込み・確定
の別

4.3 ○

150

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

指　標 従前値 目標値

指標１
水のネットワーク整備
量

km 3.7

事後評価

357

1年以内の
達成見込み

○

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

○

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

4.3

計測時期

H23年 4月 ○

H23年 4月

1,7121,2611,035

総合所見

川沿いのプロムナードの整備など
により、水のネットワークの充実が
図られた。

45

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

150
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標５

公園整備による利用環境の向上
や、新規愛護会結成などにより、参
加者が増加した。

指標２

H23年 5月

河川への関心が高まり、イベントへ
の参加者が増加した。

416 H23年 4月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

市民協働による計画策定により、
環境保全活動への活動意識が醸
成され、参加者が増加した。

H　　年　月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標３ 川掃除の参加者 人／年 200

○指標４
公園愛護会活動等へ
の参加者数

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

その他の
数値指標１

※フォローアップの必要のある指標について記入

計測時期

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

H　　年　月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

水生生物の生息環境を再生し、親しみやすい河川を
創出

親しみやすい河川を創出するため、平成24年度か
ら5ヵ年間の具体的な河川環境整備のスキームを
立てた。

地区内の水と緑のネットワークの拡充

事後評価シート　添付様式5－③から転記

流域貯留浸透事業

・成果を持続させるために
行う方策

平成24年度からの、整備の推進に努め、黒須田川下流部の快
適な歩行空間の確保を目指す。

平成24年度からの、河川環境整備の推進に努め、親しみやす
い河川の創出を目指す。

平成24年度からの緑地保全やプロムナード整備の推進に努
め、水と緑のネットワーク拡充を目指す。

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

治水安全度の向上

水と緑のネットワーク拡充を図るため、平成24年
度から5ヵ年間の具体的な緑地保全やプロムナー
ド整備のスキームを立てた。

実施時期

新たな貯留浸透施設の設置に向け、早期の交渉成立を目指
す。

地域の治水安全度を向上するため、新たな貯留
浸透施設の設置交渉を継続している。

特になし。

特になし。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

黒須田川下流部に更なる歩行空間を確保するため、本計画を
引き継ぐ、2期計画を策定

親しみやすい河川を創出するため、本計画を引き継ぐ、2期計
画を策定

更なる水と緑のネットワークの拡充を目指し、本計画を引き継
ぐ、2期計画を策定

地域清掃活動に対する委託契約の実施すること
により、維持管理活動が継続して行われている。

具体的内容

住民が主体となった維持管理活動、イベント開催への行政の
協力・支援

実施した具体的な内容

施設の点検・清掃業務

水と緑の環境の保全

治水安全度の向上 整備された施設の機能が正常に維持され、本事
業により向上した、地区内の治水安全度が保たれ
ている。

黒須田川下流部に歩行空間を整備する平成24年
度から5ヵ年間の具体的なスキームを立てた。

黒須田川下流部における連続した歩行空間の確保

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

今後の課題　その他特記事項実施した結果



都市再生整備計画（精算報告）

黒
くろ

須
す

田
だ

川
がわ

周
しゅう

辺
へん

地
ち

区
く

神奈川
か な が わ

県　横浜
よ こ は ま

市
し

・様式は、Ａ４長辺側を、２箇所ホチキス留めすること。



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 998 ha

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

km Ｈ１７ Ｈ２２

人/年 Ｈ１７ Ｈ２２

人/年 Ｈ１７ Ｈ２２

人/年 Ｈ２０ Ｈ２２1035公園愛護会活動等の参加者数 公園愛護会活動に参加することで、環境資源に対する関心が深まる。

45

1080公園愛護会活動等への参加者数

70

川掃除の参加者 市民活動による川掃除を実施している
川掃除への参加者が増えることで、市民との協働により親しみやすい川づ
くりが達成できたと評価できる 200 220

イベント参加者 市民活動によるイベントを実施している
イベントへの参加者が増えることで、市民が親しみやすい川、あるいは緑
豊かな環境になったと評価て゜きる。

黒須田川を中心とした鶴見川など川沿いの川辺の散策路、公園、樹林地と一体となった水と緑のネットワークのを形成を図る。
　①黒須田川を中心とした鶴見川など川沿いに緑豊かな川辺の散策路を整備する。
　②黒須田川を中心とした鶴見川など川を親しみやすい川とするために魚道等の整備や親水拠点を整備し、生き物を復活させる。
　③これらの計画を市民との協働により実現させる。

水のネットワーク整備量 河川沿い通路の供用延長
河川沿いの通路を整備することにより水と緑のネットワークを進めます。

3.7 4.3

■水と緑の骨格
青葉区の特性である、河川とその周辺の樹林地・農地を結ぶ水と緑のネットワークを形成するとともに、公園などのオープンスペースとの連携を進めるとともに多様な生物が生息できる環境を保全・創造します。（青葉区まちづくり指針より）
鶴見川水系河川整備計画及び鶴見川流域水害対策計画に基づく治水安全度の向上を図ります。

 　当該地区の青葉区は、横浜市の北部に位置し、古くから鶴見川（谷本川）沿岸を中心に農耕が盛んな静かな農村地帯でした。昭和４１年の田園都市線の開通を契機に、土地区画整理事業などの開発がすすみ、急速に発展してきましたが、一方で緑が
消失してきました。当計画の中心となる黒須田川は、横浜市の北部を流れる一級河川鶴見川水系の準用河川であり、昭和４０年代から横浜市単独事業として河川改修を進めており、平成４年に完了しています。しかし、上流部はコンクリート３面張りであ
るため人や生物を拒絶するかのような形態となっております。このため、周辺の住民からはもっと親しめる川にしてほしいという要望が多く、これを受けて、下記の上位計画との整合を図りつつ計画を策定しました。計画の策定にあたり、河川管理用通路、
公園及び樹林地が一体となった「水と緑のネットワーク」を形成する、緑豊かな川辺の散策路として整備するとともに、歩行路やサイクリングロードが橋等によって分断されている場所では、自転車や車いす、ベビーカーなどの利用ができるようにします。ま
た、子どもや高齢者が鶴見川水系の黒須田川などの河川を楽しく散策できる川づくりを目指します。

H14.1.横浜市都市計画マスタープラン青葉区プラン（青葉区まちづくり指針）
・水と緑の環境づくり（①緑の拠点②水と緑の軸③市街化調整区域内の樹林地、農地④市街地内の自然的環境⑤緑のネットワーク⑥水循環の再生⑦市民活動のネットワークづくり）
・景観づくりの指針（①水辺を生かした景観づくり②眺望を考慮した景観づくり③歴史と文化を伝える景観づくり）

H15.3.鶴見川流域整備構想
①プロムナードを連続させる②サイクリングロードを活用し拡充する③流域の施設や資源を活かす④維持管理へのNPO等の参加を図る⑤環境学習等、流域の自然にふれあえる場を設置する。

１　黒須田川沿いの歩行者導線の確保にあたり、川沿いの河川管理用通路などにおいて未整備区間があり連続していない。
２　黒須田川の上流部はコンクリート三面張りのため親しみやすい川となっていない。また、魚等の生物が生息できない。
３　地区内の「水と緑のネットワーク」が不十分。
４　鶴見川流域における市街化に伴い、治水安全度の向上を図る必要があります。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

計画期間 交付期間

都道府県名 神奈川県 横浜
ヨコハマ

市
シ

黒須田
クロスダ

川
ガワ

周辺
シュウヘン

地区
チク
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都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・黒須田川を親しみやすい川とするために魚道等の整備や親水拠点を整備し、生き物を復活させる。 黒須田川環境整備事業
黒須田川生物相調査

鶴見川水系河川整備計画及び鶴見川流域水害対策計画に基づく治水安全度の向上を図ります。（鶴見川圏域流域貯留浸透事業）

方針に合致する主要な事業
・　「水と緑のネットワーク」（黒須田川沿いの川辺の散策路、公園、樹林地と一体となったネットワーク）を形成す
る。

鶴見川流域・黒須田川地区公園整備事業
鶴見川圏域流域貯留浸透事業
奈良川水辺広場整備事業
住吉の森緑地保全事業
黒須田川プロムナード整備事業
黒須田川環境整備事業
水と緑のネットワーク検討調査

・黒須田川を中心とした鶴見川など川沿いに緑豊かな川辺の散策路を整備する。 黒須田川改修事業
黒須田川プロムナード整備事業
奈良川水辺広場整備事業



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路
公園 横浜市 直 3506ha 20 21 20 21 385.0 225.7 225.7 225.7
河川 総合流域防災事業 横浜市 直 540m S45 19 19 19 1,200.0 7.7 7.7 7.7
河川 総合流域防災事業 横浜市 直 5箇所 19 22 19 22 360.4 360.4 360.4 360.4
下水道
駐車場有効利用システム
地域生活基盤施設 横浜市 直 540m2 20 22 20 22 22.2 22.2 22.2 22.2
地域生活基盤施設 横浜市 直 12.8ha 19 20 19 20 70.8 70.8 70.8 70.8
高質空間形成施設 横浜市 直 2800m 18 28 18 22 615.0 238.7 238.7 238.7
高次都市施設
既存建造物活用事業
都市再生交通拠点整備事業
土地区画整理事業
市街地再開発事業
住宅街区整備事業
地区再開発事業
人にやさしいまちづくり事業
優良建築物等整備事業

拠点開発型
沿道等整備型
密集住宅市街地整備型
耐震改修促進型

街なみ環境整備事業
住宅地区改良事業等
都心共同住宅供給事業
公営住宅等整備
都市再生住宅等整備
防災街区整備事業
合計 2,653.4 925.5 925.5 925.5

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
横浜市 直 2800m 18 28 18 21 203.0 131.4 131.4 131.4

横浜市 直 － 18 19 18 19 10.6 10.6 10.6 10.6
横浜市 直 － 18 18 18 18 4.0 4.0 4.0 4.0

合計 217.6 146.0 146.0 146.0

合計(A+B) 1071.5
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

住宅市街地
総合整備
事業

事業

地域創造
支援事業

まちづくり活
動推進事業

事業活用
調査

水と緑のネットワーク検討調査

事業

黒須田川生物相調査
地区全域

0.0

事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模 （いずれかに○） 事業期間 全体事業費

規模

黒須田川環境整備事業

事業箇所名 事業主体 直／間

黒須田川
細項目

黒須田川等

0

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
うち民負担分

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
細項目

交付対象事業費

事業 規模 うち民負担分

国費率1,071.5 交付限度額 428.6 0.4

事業箇所名 事業主体 直／間

黒須田川改修事業
鶴見川流域・黒須田川地区公園整備事

鶴見川圏域流域貯留浸透事業

奈良川水辺広場整備事業

黒須田川プロムナード整備事業
住吉の森緑地保全事業
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